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道路局 道路整備課

国道473号金谷相良道路Ⅱ工区の開通効果
【 高規格道路 金谷御前崎連絡道路 】



１．高規格道路 「金谷御前崎連絡道路」
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路線概要
 新東名島田金谷ICから国道150号地頭方ICに至る
延長約30㎞の(旧 地域)高規格道路

 東名高速道路、国道１号など東西の交通軸と、
富士山静岡空港、御前崎港を接続し、
『陸・海・空の交通ネットワーク』を形成

 約40年前から整備を開始、今回の開通により、
整備区間に指定された約25㎞が概成！

金谷相良道路Ⅱ

位置図



２．金谷御前崎連絡道路の整備効果
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金谷相良道路Ⅱ



３．「金谷相良道路Ⅱ工区」 事業概要
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事業内容
 事業区間 ：国道１号菊川IC〜国道473号倉沢IC
 事業期間 ：平成23年度〜令和６年度
 事業延長 ： 3.3㎞ 幅員：10.0ｍ
 全体事業費： 217億円

金谷相良道路Ⅱ

幅員構成

開通へのあゆみ
平成23年度 新規事業化
平成26年度 用地買収開始、工事着手
平成28年度 用地買収完了
令和７年３月29日 開通！

菊川→

牧之原台地

至 御前崎港→

菊川 菊川



 橋名は、地域の方々に検討していただき、地元の伝説などに由来する名称に決定
 富士山静岡空港や御前崎港と連携したＰＲにより、開通に向けた機運を醸成
 富士山の日に、ＪＲさわやかウォーキングと連携したプレイベントを開催
 開通式では、地域の伝統芸能である金谷茶娘踊りや金谷大井川川越し太鼓を披露

４．地域との連携

橋名の決定 （H30.5）

空港・港湾と連携した開通ＰＲ

金谷相良道路Ⅱ
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開通式 (R7.3.29)開通プレイベント (R7.2.23)

記念撮影用パネル
（菊川の里大橋上にて）

←粟ヶ岳の「茶」の文字 茶娘踊りイメージ
金谷茶まつりの茶娘道中
(島田市HPより)

テープカット・くす玉開披

金谷大井川川越し太鼓

モニターでは見学会の

映像などを放映→
国道１号

島田金谷BP
↓直轄事業とも連携

↑
金谷御前崎連絡道路パネル

富士山静岡空港
３階展望ホール
Ｒ６.10.19～20

橋名の由来：菊川で産出する『菊石』



利用者の声 : 沿線企業へのアンケート調査より

５．開通前後の交通状況
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 国道１号大代ＩＣから国道473号空港入口交差点までの移動時間が３分短縮！
 新たな物流ルートとして、多くの大型車に利用されています！

今後の予定

令和７年秋にも調査やヒアリングを実施し、交通状況等を把握する。

時間短縮効果 バイパスの交通状況（開通後） 現道の混雑状況（開通前）

金谷相良道路Ⅱ

菊川IC

倉沢IC

大代IC

島田市

空港入口交差点

位置図

菊川市

↓御前崎港

調査方法：実走調査
調査時期：R7.4～5
調査時間：昼間(通勤時間帯以外)

国土地理院地図を加工して作成

←現道には信号が
10か所以上

約８分
(7.2km)

約11分
(5.9km)

牧之原市
相良牧之原IC

新東名高速道路

菊川の里大橋付近

↓至 富士山静岡空港

至 菊川IC→

【R7.6撮影】

R6.9撮影
朝の通勤時間帯

茶の都ミュージアム付近↓至 国道１号

至 富士山静岡空港↑

・国道473号現道の通勤時の混雑が減少

・開通区間は渋滞や信号待ちがなく、スムーズに通行

・島田市金谷地区から相良牧之原IC方面への通勤時間が ５分短縮

・掛川から国道１号菊川IC経由で相良牧之原IC方面への通勤時間が 10分短縮

19 17 22 19 19

32 22 28 22 22

︓20㎞/h未満 ︓20〜30㎞/h ︓30〜40㎞/h ︓40㎞/h以上【凡例】

【朝７時台、南向きのプローブデータ】（浜松河川国道事務所提供）

開通前
開通後
➤空港入口交差点までの混雑が緩和し、旅行速度が大幅に改善︕

【交通量】
開通前 9,428台/昼間12h

↓
開通後 8,355台/昼間12h

（11%減少）

【交通量】
開通後 4,553台/昼間12h

(大型車混入率23％) ←金谷駅 〜 茶の都ミュージアム付近 〜 空港入口交差点↓

倉沢IC付近至 富士山静岡空港↑

至 菊川IC↓

【R7.6撮影】


